
＜インターンシップ科目と受け入れ先＞
〇産業系インターンシップⅠ…トーカイ、アトレファームジャパン、ソフィア総合研究所
〇地域系インターンシップⅠ…岐阜県統計課、海津市商工観光課
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■TOPICS：

１．ごあいさつ

２．9月16日(木) インターンシップ成果発表会を実施しました

３．10月17日(日) フィールドワークで稲刈りを実施しました

４．10月23日(土) スーパーハイスクールセッションを開催しました

５．行事案内

２. 9月16日(木) インターンシップ成果発表会を実施しました

こんにちは。ついこの前まで半袖姿で冷房をつけていたのに、あっという間に11月の後半
に差し掛かってきました。読書の秋、食欲の秋、実りの秋、収穫の秋…みなさんはどんな秋を
お過ごしでしょうか。過ごしやすい時期は短いですが、少し散歩をしてみると学内の紅葉は今
年もきれいです。
今回は9月・10月の活動について紹介をしていきます。後期は対面講義が始まって、色々な

活動も実施しやすくなってきました。感染症に気を付けながら頑張っています。（塚本）

地域協学センターでは、集中講義としてインターンシップ科目を２種類開講しています。前期に実施
したインターンシップの合同成果発表会を、9月16日に開催しました。

1. ごあいさつ

夏休み期間を使ってのインターンシップですが、今
回はちょうど緊急事態宣言が発令されたため、一部の
インターンシップではオンラインでの実施のように内
容を変更したところもありましたが、多くは予定通り
に実施することができました。
それぞれの企業から与えられた課題に取り組む中で、

受講生たちはたくさんの学びを得ていたようです。

👆発表の様子（アトレファームジャパンチーム）

👆オンライン接続からの
受け入れ先コメント
（海津市役所）

対応してくださった中には岐大OBの社
員さんもおられ、将来のキャリアを考え
る良いきっかけにもなりました。
発表会は多目的ホールで開催されまし

たが、中継配信もすることで、より多く
の方に活動成果を聞いていただける形に
なりました。（塚本）

👇会場での質疑応答も活発！

👈受入れ先コメント…
貴女は卒業生の〇〇さん！？
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〇11月22日 ぎふフューチャーセンター開催予定
○12月4日 地域協学センター公開講座開催予定（Zoomオンラインウェビナー）

５. 行事案内

３. 10月17日(日) フィールドワークで稲刈りを実施しました

👆これから刈るぞ！全員集合♪

SSSとは、県内のスーパースクール（SSH,SGH等）から有志の高校
生が集まって、岐阜県の活性化をテーマに、他校の生徒も含めたグ
ループで知恵を出し合い、課題解決にあたる取り組みです。
今年は「岐阜の里山を活用して、地域の課題を解決しよう」とい

う課題について取り組み、今回が２回目です。模造紙や付箋を用い
てアイデアを出し合い、1つの課題解決のための提案を導きました。
グループワークの間には大学教員からの助言や他のグループとの交
流の機会が設けられ、後半はプレゼンテーションに向けた提案用の
資料をパワーポイントで作成し始めて、最後に1日の総括として全グ
ループのそれまでの報告と質疑応答がおこなわれました。

👈模造紙いっぱ
いのアイディア

👆イメージ共有
/他チームとの意
見交換

４. 10月23日(土) スーパーハイスクールセッションを開催しました

👈刈って
達目洞自然の会の方のご指導のもと、全学共通教育科目の「人

と自然のかかわりから見た岐阜（実践）」と「現代環境学（ESD実
践研究）」の受講生や環境サークルの学生、近隣の親子連れが中
心となって、金華山西山麓の達目洞で稲刈りをしました。ここは、
ヒメコウホネなどの珍しい植物も生息する粘り気が強い湿地です。
昔、織田信長が鹿狩りをしていたという歴史もあるそうです。
稲刈りに参加した学生にインタビューをしたところ、「稲を結

ぶのが難しかったが、慣れてくると楽しかった。」「久しぶりに
自然豊かな場所に訪れて、実家のような懐かしさがあった。」な
どの素敵な感想がたくさんありました。

私は、稲刈りは初めての経験で難しかったので
すが、自然の会の方の達目洞の紹介は興味深かっ
たですし、みんなでやるからこそ楽しかったよう
に考えます。これからは、多くの人々の頑張りを
感じながら、岐阜で有名な大粒米「ハツシモ」を
いただきたいと思います。 （教３・川出）

👆束ねて

👈干す！

私は学生スタッフとしてかかわる中で、
高校生の主体的な姿も多く見ることができ、
たとえば、不明な点や類似した事例を調べ
たり、他の参加者や大学スタッフに助言を
求めて、得た知見を提案に生かすことがで
きるようにグループメンバーと協働して作
業にあたっていた姿が印象的でした。
次のSSSは最終発表をおこなうため、今

回浮き彫りとなった新たな課題を克服して、
どのような主張が提示されるのかが楽しみ
です。（教３・坂上）


